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張 話(筑波大学大学続)
1 .研究の課題と本稿の目的
戦後自本の高等教育の展開を論じる際、その規模(機関数、学生数、進学率、学部学生と大学
院生の比率等)に関する量的変化に着目することはごく普通にみられる。戦後50年の問、このよ
うな量的変化が際立ったが、それとともに高等教育の中身、 fllJち質的部分(専門分野、学部・研
究科の種類、学科構成等)も、同様に大きな変化を見せている。こうした質的変化についての分
析は重要な課題であるが、これまで必ずしも十分に展開されてきたとはいえない。
本稿は、大学の学部・研究科の種類の変遷とその社会的背景を中心として、戦後日本の高等教
育の展開を論じようとする大きな研究の一部をなす。戦後、大学制度の改革に伴い、大学におけ
る学問的研究の進展によって学問領域が拡大あるいは縮分化されたため、新しい専門分野での学
部・学科等が創出されてきた。こうした質的変化は大学のあり方の変化、大学教育の果たす役割
の変化と密接に関わっている。更に、 i時代的進歩に従って、社会から知識・学問・人材に対する
要望が強まり、大学教育がより大きな役割を期待されるようになった。新知識の発現、新学問領
域の開拓、新技術の開発、人類が抱いている未来への夢の実現というところでは、大学教育が
益々高く期待されつつある。大学における新種学部・学科の創設は、多様化・高度化しつつある
社会的要請への大学教育の対応と捉えられるべきであろう。大学の学部・研究科の種類の変遷を
取り上げ、戦後日本の高等教育の質的変化を把握してみようとした研究のねらいはそこにあると
いえる。
本稿では、その中でとりわけ大学の学部の種類の変遷について、以下のような課題と時期区分
を設定しながら、学部の種類の変化に限定して総括的に考察することにしたい。まず、当面の課
題として、(1)いつ、どのような学部が誕生したか(設置者別学部の種類及びその構成)、 (2)
それぞれの学部の数の推移における特徴は何なのか(各学部種類の量的変化)、の 2つを設定し
た。次に、時期区分に関しては、戦後日本の大学教育の発展を 4つの時期に亙分した。即ち、新
制大学発足期(l949~1954年)、高等教育の大拡充期(l955~1973年)、大学・学部増設の抑制期
(l974~1985年)、新しい学際的学部の大量増設期 (1986~1996年)である。
以下、こうした 4つの時期区分ごとに、それぞれ学部の種類の変化についてまとめることにす
るが、その前に戦後との関連において日本の戦前期における変遷及び特徴にも言及したい。
2.戦前期の学部議類
1877年東京大学の創立は、近代日本の大学教育のil堂筋である。当初jの東大がドイツの大学を範
にしたが、その学部構成は特徴を持ち、独自の途を歩んでいった。これは、欧米の大学に必ず設
置される神学部を置かずに、工学部(工科大学1886i!三)、更に農学部(農科大学1890年)を相次
いで設置したことである。 19世紀後半、理、工とj是の 3学部を備えた大学は、日本以外の世界に
はほとんどなかった(国立大学協会編「文化学術立国を目指して:国立大学は訴えるJ東大出版
会 1995pp.4-5)。
戦前期の学部の種類は、東京大学創立期の 14学部」という段階、そして帝i重大学期の 16学
部」という段階を経て、「大学令J(1918年)が公布された時点で、大きく変わり始めた。具体的
には、表 1からもわかるように次の 3つのことが指摘できる。即ち、(1)学部の種類は大学令の
例示によって 8種類になったこと、 (2) 8学部以外の学部の設置が認められることになったこと、
(3) 1分合学部」という形で設置された学部が登場したこと、である 0
4学部にせよ、 6学部にせよ、全て東京大学に設置された。そして、 8学部という段階では変
化が起こった。経済学部の設霞において、当時の東大では、従来の法律学・政治学科に加えて経
済学科を設けて、更に経済学科は法学部から独立し経済学部 (1918年)として創設された(関正
夫「日本の大学教育改革」玉川大学出版社 1988p.35)。ところが、諮学部を最初創設したのは、
東京大学をはじめとする帝国大学ではなく、「大学令」のもとで大学として認可された早稲田大
学(1919年2月)であった。 1919年 4月、東京商科大学と明治大学にも高学部が設置された。そ
れ以外で商学部を設けた私立大学も多かった。
このように、最初に商学部を設置したのは、大学教育機関の「頂点Jにあった帝国大学ではな
く、専門学校から昇格した私立大学であった。これは特別の意味を持っている。戦後における多
数の新種学部が私立大学によって創設されるようになる先例がすでにそこにあったのである。
更に、「大学令」の公布以降、大学特に私立大学が増えていった。大学教育に対する社会的要
請が高まってきた結果、学部の種類も増加した。例えば、法文学部、理工学部、文理学部、商経、
政治経済(政経)等の分合学部が登場するようになった。これらの分合学部は、一体なぜ2つの
学部より 1つの学部として申請して認められたのか。教授陣の問題や学科の未成熟という理由で、
各分野での学科は単独の学部として認められる可能性が低かったのか。あるいはまた、 1つの学
部として当時の10万円の「供託金Jを賄えないということも理由の 1つであったかもしれない。
「大学令jによると、私立大学は財団法人でなければならず、それには大学の設備またはこれに
要する資金と、少なくとも大学を維持するに足るだけの収入を生ずる基本財産を国府に供託しな
ければならないことになった。その供託金は単科大学が50万円で、その上、 1学部を増やすごと
に10万円を加えることになっていた (1早稲田大学八十年誌J早大出版社 1962.10pp.175-176)。
他方で、分合学部の設置大学についてみると、一種の「格差Jさえ見られた。高等教育機関の
最高の位置にあった帝大(個別の例を除いて)は、一般的にそうした分合学部を設置する意図は
なかったと思われる。というのは、東大と京大が設置した学部は、殆ど伝統的な学部である。分
合学部を設けるものは、その実力が伝統的な大学より一段低いというイメージがあったのではな
いだろうか。
要するに、「大学令jによって、法、!宏、工、文、理、農、経済、砲の 8種類の学部が例示さ
れていた。しかも、法文、文理という分合学部の設置も認可された。私立大学の増加とともに、
学部の撞類は政経、分合学部の登場によって、 1940年までに15種類に達することになった。
表1 明治以来日本の大学における学部の種類、の変遷
H寺JVJ 時代特鍛 新種学部の数 学部の名称とその登場年
1877-1886 東京大学 4学部 「法、理、文、医J1877 
1886-1909 帝国大学 2学部 法、 i宏、工、文、理、農(工1886、農1890)
1918 大学令 2学部 法、 i豆、工、文、理、 j長十経済、商 (1918=大正8年)
1919-1945 分合学部 7学部 8学部+法文、文理、法経、政治経済、商経、経商、理工
1945-1948 4学部 千IjJ(1947)、歯料、家政、学芸、政経(1948年)(政治経済と政経をー っとして)
1949 新í~IJ大学 29学部 教養、教育、仏教、外題語、英文、人文、社会、文経、文致、経営、法学社会学、政治、工芸、電気通語、高齢、
鉱山、菌芸、音産、獣医畜産、水産、水音産、議維、薬、体育、芸能、美街、音楽、文家致、理家致、
1950-1954 調整 6学部 文教育、獣医*2、文商、社会科学、農獣医、文芸、
1955-1973 高度成長 14学部 美術工芸、相会福祉、酪農、基礎工、衛生、海洋、造形、高生看護、産業社会、栄養、生産工、芸需工、課量六人間科学
1974-1985 亨liUIJ 15学部 総合科学、看護、生活科学、人文社会科学、環護保壁、学校教育、経営積報、国際関長、生物生産、図書館構報、
(十6) 情報、園祭言語文化、国際政治経済、議炎、国際(+医学専門・体育専門・芸高専門・第一・二・三学群)
1986-1996 新学部急増 84学部判 1986年以後創設された新種学部の名称、について、 f付録1Jを参照。
*1郷土教育協会編「教育年鑑J1949年版、日本書籍株式会社版「学校一覧J(昭和23年7月調)p35:日本大
学には語学部が設けられていた。
*2最初jの「獣医」学部は麻布大学(1950)に設けられた。
*3最初の保健学部は1968年琉球大学において設置された。
*4各年度設置数:86=4，87=4，88=3，89=5，90=8，91=6，92=12，93=11. 94=11. 95=7， 96=130 
2.新制大学発足期における学部種類の変化
戦後の日本では、アメリカ占領軍の指導の下、全般的な民主的改革が行われた。この改革の一
環として創設された新教育制度は、「学校教育の開放と機会の均等とを二大基礎理念として打ち
立てられてJ、「民主社会の有能な形成者を養成するJことを自指していた (1日本教育年鑑J
1949 !lJ海堂版 p.47，p.50)0この制度の最上位に置かれた新制大学は、「国民全般の豊かな知性の
源泉となり、 i富民の先導として真と善と美への道を探究し、科学的専門的な研究とその応用とを
もって国民生活の水準を高めることを使命するJ。そして、「学術の理論と応用とを教授し、その
慈奥を考究することを目的としたJI日制大学とは違って、新制大学は、①一般教育を重視するこ
と、②職業上の教育を学術的研究と並んで重損すること、③学術の深奥を大学院で極める準備と
しての学術研究を行わせること、とし寸性格を持っていたのである (1呂本教青年鑑J向上 p.51)。
戦後直後の 2・3年間には、新たに神、学芸、政経、家政、歯等の学部が省Ij出され、学部の種
類数は19になった(政治経済と政経を 1つとして数える)。新制大学の発足で、新種学部が数多
く誕生し、学部の種類数は48に達した。表 2は、この時期の学部の種類について、その類型的変
化を見たものである。それぞれの学部種類を大きく分類した場合、以下のような類型に分けられ
る。
表2 学部の種類、における類型的変化
Il寺期 学部の種類の類型的変化
明治期 法 !豆 ヌ; 理-工 IlF主tζ主
大正期 法文、法経、 文理 理工 経済・商
政治経済
昭和前期 政経 歯 経商、高経 弓ρ4二-zuzr 家政 子I1
;新車IJ 法学社会 薬 文政、文経 工芸、鉱山 園芸、水産、 経営 社会 教育、体育、 文家政、 仏
1 I大学 学、政治 英文、人文 電気通信、 畜産、本畜産、 教養、芸稿、 理家政
;発足 外国語 識維、商船 獣医畜産 苦楽、美術
期i-T--r- 一一一一一一一 }一一一一一ー 一一一一 一 一一一一一一一文芸 獣医・農 文i詣 社会科学 文教育
獣医
E期 衛生、衛 基礎工、 酪農 社会福祉 美術工芸 栄養人間
生看護、 海洋生産、 産業社会 造形 科学
保健学部 芸術工
理期j i吉際、国際 看護、銀 自際言語 情報 生物生産 経営情報 人文社会 総合科学 生活科学
関係、国際 灸、環境 文化、図 科学 学校教育
政治経済 保健 書館i育報
IV期 (学際的新種学部は合わせて84種類に達している)
注:以上の時期の区分は大体次の通りである。明治期(1877静1909)，大正期(1910-1925)，昭和前期 (1926-
1948) ，戦後 I期 (1949白1954)， 立期 (1955-1973)， 理期(1974-1985)，IV 1ij] (1986-1996) 
* (1) r経詣jとし寸学部類型は新制大学発足1寺その名称、がなくなった。
(1 )学問的研究を志向する「伝統的な学部」
このような学部は、一つひとつの学問分野を意味する。また、これらの学部は、その学問的
内容・知識的体系として、長く認められているものである。具体的には、法、医、歯、薬、文、
理、工、農、経済、高、経営等の学部である。
(2)職業教育を志向する「新種学部j
これらの学部は、それぞれ学問的研究分野が特定の研究対象をもっている。しかも、これら
の学部が代表している学問分野は、伝統的学部が指示する学問領域・専門分野より更に限定され
ている。換言すれば、従来の広い学問領域が現実社会の実業・職業的問題を対象としてi浪定され、
細分化されている。その結果、新しい学問分野が開拓されてきた。それは、新種学部・学科の創
出である。これらの新種学部は次の27種類に達している。水産、畜産、水畜産、獣医、獣医畜産、
麗芸、工芸、鉱山、商船、繊維、電気通信、家政、教育、体育、美術、音楽、芸術、仏教、神、
人文、英文、外国語、社会、法学社会、政治、教養、学芸等。
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(3) r分合学部jあるいは後合学部
これらの学部は、その学部名称の通り 2つの類型の学科からなっているため、過渡的な性格
を持っているものが多し'0I分合」という言葉は、あるものを分けて他にあわせることという意
味で、これらの学部の性格・特徴を表す。例えば、理工、法文、文理、法経、商経、経商、政経、
文政、文経、文家政、理家政、等々である。
新種学部の登場は、要するに大学教育の質的な変化として捉えられるべきである。新制大学の
発足に伴い、エリート段階での大学教育は、多くの職業教育を志向する新種学部の登場によって、
高等教育の大衆化に向かつての質的な準備を整え始めた。これは、後に見る規模の拡充という量
的変化の背後に起こった質的変化である。
3価高度成長期における学部種類の変化
この時期には、 14の新種学部が創設された。それまでの時期と比べれば、新種学部の名称が長
くなり、学部名称の変化によって、その学問的領域・専門分野は変わっていった。つまり、学問
的領域は限定され、細分化されていった傾向が一層進んでいる。例えば、社会学部の学照的領域
を限定した「産業社会Jという名称が出てきた。このような趨勢はこの時期から台頭していき、
以後の新種学部の名付けに影響を及ぼしている。
この時期に創設された新種学部では、基礎工学部と生産工学部を除く他の12種類の新種学部は、
殆ど同名の学科から構成されている。しかも、その学科数が 1つしかない例は多し'0このことか
ら、これらの新種学部は新しい学問研究分野として、未成熟な性格を持っていたのではないだろ
うか。逆に言えば、これらの新しい専門分野での学問的研究の進展によって、新学科の「生命力」
が強く出てきたと思われる。
この時期に至るまで、学部における学科の改組・再編は頻繁に行われていた。学部の分離・改
組によって学部名称、や学部種類が無くなったが、こうした改組は次の 2つの時期に新種学部の創
出の 1つの方式となる(付録 1を参照)。
日本の大学教育の歴史の中で、新しい名称、・種類の学部がどんどん創り出されてきたと同時に、
ある名称・種類の学部が無くなっていった例は少なくない。この現象はすでに明治時代にもあっ
た。例えば、工部省所轄「工部大学校jが東京大学工学部と合併した時 (1886年)、「工芸学部J
という名称が使われた。ところが、この名称は短く存在した後無くなり、その代わりに「工科大
学校J(工学部)が登場した。工芸学部という名称が消失した63年後、t!pち新奇IJ大学が発足した
際に再び、歴史の舞台に戻ってきたといえる。
名称が無くなった例は他にもある。 1935年に「経商学部Jという名称が出てきたが、戦後この
名称は無くなった。新制大学の発足とともに登場してきた29の新種学部の中にも、新制大学発足
の2・3年後に無くなったものはあった。そして、高度成長期に入ると、消失した学部は合わせ
て8種類となった。ある種類の学部は生存した時間が非常に短い。頻繁な改組が行われたため、
8種類の学部は無くなることになった(表3参照)。これらの学部は消失したが、何処へいって
しまったのか。それがわかれば、これらの学部の性格をより把握できるようになる。表 3から明
らかなように、改称や分離によってこれらの学部は発展的解消されていったのである。当初の
「過渡的」な性格を持った学部は次第に独立の学部へと発展できたともいえる。
表 3 名称として消失した学部の種類
学部名 最初設置年 設置大学 i守失年 生存1m 何処へいった
経商 IlB和10jl三 関西大 1948 15jl三 経済学部と商学部に分離
政治 1949 国学院大 1950 2 14三 政経学部へと改称
理n家政 1949 お茶の水大 1950 2 jlミ 翌日と家政学部に分間i:
法学社会学部 1949 一橋大学 1951 3 jlミ 法学部と社会学部に分離
文商 1951 I~南学院大 1954 4年 文と商に分離
文政 1949 東京文政大、学習院大 1962、1952 13年 文学部と経済(政経)学部へと分離
英文 1949 金城学院大、広島女学院大 1954、1967 18:q=. 文学部へと改称
法商 1950 名城大 1967 17j手 法と商学部に分離
文経 1949 明治学院大、東北学院大 1952、1964 15:ti三 文と経済学部に分離
“文部省「全国大学一覧J(各年度版)より作成。
4.抑制期における学部謹類の変化
この時期に新登場した学部には一種の特徴が見られる。例えば、総合、科学、国際、情報とい
う文字が新種学部名称の構成部分となってきて、学部名が指示する学 I~号的領域・専門分野は更に
限定され、具体化されている。こうした名称の変化は、学照的研究の進展による専門分野の総合
化及び純分化等の変化を反映しているといえる。
抑制期の 12年の関(l974~1985年)、学部の種類数は21の増加をみた。これらの新種学部には
2つの特徴が見られる。 即ち、長くなった名称は、 (1) 新種学部が 2つの学科から成っている
「複合的jな学部ではなく、異なる学問分野の間に新しい研究分野が梼拓されている、いわば
「学際的」性格を有しているもの、 (2)大きな学問分野が細分化されたことによって新種学部が
創り出されたもの、を意味する。
これらの新種学部は何処から来たのか、その構成は何なのか。新種学部は、多かれ少なかれ一
定の前身というものに基づいて創設されている。例えば、この時期には、「柔r構想大学」として
創立された筑波大学は、東京教育大学から転換・再出発してきたものである。従来の学部・学科
の再編によって新しい分野での学部・学科がつくられたが、それぞれの新名称での教育研究組織
には、各自の学問的、組織的な継承関係(教授陣)、独自の性格と伝統が見つけられるはずであ
る。大阪市立大学の生活科学部は、家政学部の改組・再編によるものであった。広島大学の学校
教育学部と生物生産学部は、いずれもその前身学部の改組によるものである。こうした新i日学部
? ???
の関連がすべての新種学部の成立過程に存在するとはいえないが、 80年代後半以降登場してきた
多くの新種学部の成立過程の中に見られた。
5.学際的学部の大量創出時期
この時期(l986~1996年)に登場した来r種学部はかなり多いが、その名称の構成からみると、
幾つかの類型が認められる。例えば、情報、総合、科学、国際、文化、人間、 00工学部等々の
文字を付けるものが多し」こうした特徴や特色の形成は第 3期に始まったといえる。
このように特色のある表現に基づいて新登場した全ての新種学部を分類してみると、次のよう
な類型となる。学際的な特徴が呂立つものとなっている。
情報類……12種類 科学類---14種類 国際類 8種類 政策類一一一5種類
文化類…--10種類 工学類一--10種類 人間類 8種類 総合類一一5種類
!宏療・保健・福右1---13種類 生物・資源・環境--8種類 その他 11種類
新しい種類の学部名称の作り方には、特別なルールが見られないが、こうした名称の学部の大
量登場は、次の 2つの面から捉えることができる。 1つは、大学及び学部の設置に関する「審査
の取扱方針jの性格及びその変化である。他の 1つは、「市場原理Jという[見えない手jが作
用していることで、各大学が競って特別な魅力のある「ネーミングjを工夫し、新学部を創り出
してきたことである。言い換えれば、激しい競争の下で、現代的「色Jの濃い名称、は、社会特に
高校卒業生に対して魅力があると考えられる。古い「名称Jで学部を新設することは、激しい競
争の中で勝てるわけがないかも知れない。
こうした考え方は、学部設置側にも存在していないとはいえないであろう。私立大学が創設し
た新種学部 (59種類)は全体 (84種類)の実に70%を占めている。これは、私立大学の方が国公
立大学より激しい市場競争に直面していることを如実に物語っている。
毎年 7~8 種類の新種学部がどんどん登場することになった。これらの新種学部はどのように
創り出されたか、その中身(学科構成)は一体何なのか。この観点からみた場合、次のような 4
つの類型を挙げることができる。
(1)大学の新設と共に創設された「今までにないj学部一一…-17類(国0、公7、私10)
(2)既存学部及び学科の改組によって説られた新種学部ー…25類(国11、公3、私11)
(3)一定の関係を持つ「相関学部Jがある新種学部一一一--15類(国0、公1、私14)
(4)既存学部・学科と関係せずに創られた新種学部一一27類(国1、公2、私24)
また、第 4期に登場した84種類の新種学部(付録2参照)については、次のような点が指摘で
きる。
①新種学部をつくろうとする新設大学(私立8校、公立 5校)は特色のある教育を呂指してい
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ることはは)から分かる。こうした新設大学は国立大学には 1校もなし E。これは、公・私立大
学の方が厳しい市場競争を直面していること、更に、社会的需要に対応しなければならないこと
等を物語っているのであろう。
②国立大学が創設した新種学部は、主に既存の学部・学科の改組・再編成によったものである。
私立大学の場合、 (4)の形で創設されたものは多い (27のうち24)。これから、既存の大学も激
しい市場競争の中に自身の特色・位置を改めて問わなければならない、ということがよみとれる。
③新種学部の成立過程には興味深い点がある。一般的に、国立大学が創設した新種学部は、殆
ど既存の学部・学科の改組・再編によって誕生したものである(福島大学行政社会学部を除く)。
特に、教養部や家政学部の改組が新種学部の根源であることはこの時期の 1つの特徴ともいえる。
これに対して、私立大学には上記の(1) (2) (3) (4)という 4つの類型が見られる。これか
ら、新種学部の創設によって自身の教育を特色づけようとする考えが強くうかがわれる。
要するに、学部種類における段階的変化(先ず、職業教育を重視する新種学部、そして学際的
学部の創設・増加)が見られる。新語学部の創出には、 2つのことが必要である。①新種学部の
学問的基盤(新しい学問分野の I~討石)、②社会的要請、ということである。戦後、科学技術の飛
躍的発展によって、数多くの新分野が開拓されていると同時に、大学教育に対する社会的要請が
高度化・多様化している。こうした情勢の中で、学部種類の増加が加速化していった。これは大
衆化してきた大学教育の性格・役割の変化を表すものといえる。
以上、学部の種類の変化を通して主に戦後日本の高等教育の展開を見てきた。すでに筆者は、
大学院の研究科についても同様な方法でその変遷過程を分析している。また、これらの学部及び
研究科の種類の変化とその社会的背景についても論究しているが、本稿では紙幅の関係上、冒頭
で述べたように学部の種類に限定して総括的な叙述とした。
また、資料は文部省『全国大学一覧j(各年度版)をはじめ日本図書センター『教青年鑑jや
f日本近代教育史事典j等を使用し、データベース化している。本稿で使用した図表は、必要最
小限にとどめさせていただいた。
主要参考文献.
天城勲編『新しい大学観の創造Jサイマル出版会 1978 
天野郁夫 f高等教育の日本的構造j玉川大学出版部 1986 
市川昭午編 f大学大衆化の構造j玉川大学出版部 1995 
関正夫 i21世紀の大学像J玉JI大学出版部 1988 
喜多村和之 f高等教育の比較的考察j玉川大学出版部 1986 
木田宏 f学習社会の大学j玉川大学出版部 1995 
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付録1:新制大学発足以降登場した学部の種類友びその学科構成 (1950----1985年)
番号学部名称 笠場年 設置大学・類別 学部の学科構成と設置経緯
1 文教育学部 1950 お茶の水女子大学(医]) 文学部(文学科+教育学科)を文教育学部に
2 獣医学部 1950 麻布大学(私) 獣医学科 (1949年新制大学として認められ
なかった)
3 文商学部 1951 西南学院大学(私) 学芸学部→文商学部(文学科+蕗学科)
4 社会科学部 1952 南山大学(私) 社会学科+人類学科
5 農獣医学部 1952 日本大学(私) 東京獣医畜産大学の日本大学農獣医学部に
合併に従って、獣医畜産学部+農学部→農
獣医学部
6 文芸学部 1953 共立女子大学(私) 文学専攻+芸術専攻
7 美術工芸学部 1955 金沢美術工芸(公) 美術学科、産業美術学科
8 社会話祉学部 1957 E:l本福祉(私) 社会福祉学科
9 酪農学部 1960 酪農学園(私) 酪農学科
10 基礎工学部 1961 大阪(国) 機械工、合成工、電気工、制御工、材料工
11 衛生学部 1962 北車(私) 化学科、衛生技術学科
12 海洋学部 1962 東海(私) 海洋工学科、海洋水産学科
13 造形学部 1962 武蔵野美術(私) 美術学科、産業デザイン学科
14 衛生看護学部 1964 聖路加看護(私) 衛生看護学科
15 産業社会学部 1965 立命館(私) 産業社会学科
16 栄養学部 1965.1. 女子栄養大学(私) 栄養学科(家政学部の改組により)
17 生産工学部 1966 日本(私) 第一工学部の改組→工学部十生産工学部
18 芸術工学部 1968 九州芸術工科(国) 芸術工学科
19 保健学部 1968 琉球(国) 保健学科
20 人間科学部 1972 大阪(国) 人間科学科(文学部の教育学科から)
21 重学専門学群 1974 筑波大学(毘)
22 体育専門学群 1974 筑波大学(国)
23 第一学群 1974 筑波大学(毘) 人文・社会・自然の3つの学類
24 総合科学部 1974 広島大学(国) 総合科学科(教養部の改組・拡充により)
25 芸術専門学群 1975 筑波大学(国)
26 第二学群 1975 筑波大学(国) 比較文化・人間・生物・農林の4つの学類
27 看護学部 1975 千葉大学(国) 看護学科
28 生活科学部 1975 大阪市立大学(公) 食物、被服、住居、見童、社会福祉の4学
科(家政学部からの転換)
29 第三学群 1976 筑波大学(国) 社会・情報・基礎工の3つの学類
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30 人文社会科学部 1977.5. 岩手大学(国) 人文社会科学科
31 環境保健学部 1978 麻布大学(私) 環境保健学科、衛生技術学科
32 学校教育学部 1978 広島大学(国) 小.1=1=1・富・聾・養護学校教員養成課程(教育
学部の改組により)
33 経営情報学部 1978.12.産能大学(私) 経営学科、清幸I~学科
34 国際関係学部 1978.12 日本大学(私) 国際関係学科、国際文化学科
35 生物生産学部 1979 広島大学(国) 生物生産学科(水畜産学部の改組により)
36 図書館情報学部 1979.10.図書館情報大学(国) 図書館情報学科
37 情報学部 1980 文教大学(私) 広報学科、経営情報学科、
38 国際言語文化学部 1982 摂南大学(私) 国際言語文化学科
39 1m捺政治経済学部 1982 青山学院大学(私) 国際政治学科、国際経済学科
40 誠灸学部 1983 明治銀灸大学(私) 銭灸学科
41 間際学部 1985.12.明治学院大学(私) 国際学科
付録2:第IV期に登場した学瞭的学部 (1986----1996年:84類)
番号学部名称 登場年月 設置大学類別 学科構成・設置の来歴 相関学部学科
情報工学部 1986.10. 九州工業大(毘) 知能情報工学科、電子情報
工学科等の5学科 会工学部
つ 食品栄養科学部 1986.12. 静同県立大(公) 食品学科、栄養学科 ← ←前身校から
3 比較文化学部 1986.12. 上智大学(私) 比較文化学科、日本語・日
本文化学科 ← ← 外国語学部比較
文化学科
4 人間関係学部 1986.12. 椙!JJ女学国大(私) 人間関係学科(心理学専攻、
社会学専攻、教育学専攻) 増設
5 行政社会学部 1987.10. 福島大学(国) 行政学科、応用社会学科 増設
6 生物資源学部 1987.10. 三重大学(国) 生物資源学科 ← ←農学部及び水産
学部の改組
7 国際文化学部 1987.12. 北海道東海大(私) 国際文化学科(比較文化専
攻、コミュニケーション専攻) 増設
8 現代文化学部 1987.12. 東京女子大(私) コミュニケーション学科、地
域文化学科、言語文化学科←(文→文理学部)
9 経済情報学部 1988.12. 姫路濁協大(私) 経済情報学科 増設
10 国際商学部 1988.12. 九州国際大(私) 毘際商学科 増設
11 生物産業学部 1988.12. 東京農業大(私) 生物生産学科、食品科学科、
-140一
産業経営学科、 女農学部
12 情報科学部 1989.12. 中京大学(私) 情報科学科、認知科学科 増設
13 造形芸術学部 1989.12. 名吉屋造形芸術大(私)美術学科、デザイン学科 新設
14 総合政策学部 1989.12 慶応大学(私) 総合政策学科 増設
15 環境情報学部 1989.12 慶応大学(私) 環境情報学科 増設
16 人間社会学部 1989.12. 日本女子大(私) 現代社会学科、社会福祉学科、教 文学部社会福祉
育学科、心理学科、文化学科← 学科、教育学科
17 生命理工学部 190.6. 東京工業大(国) 生命理学科、生体機構学科、生物 理学部と工学部から
工学科、生体分子工学科 ← の学科の振替
18 保健衛生学部 1990.12. 鈴鹿医療科学技指大(私)放射線技術科学科、 i歪療栄
養学科 新設
19 i室用工学部 1990.12. 鈴鹿医療科学技術大(私)匿用電子工学科、堅用情報
工学科 新設
20 医療福祉学部 1990.12. )1¥崎医療福祉大(私)医療福祉学科、臨床心理学
科、保健看護学科 新設
21 医療技術学部 1990.12. JII~1奇!玄療福祉大(私)医療情報、感覚矯正、健康
体育、臨床栄養等の5学科 新設
22 システム工学部 1990.12. 芝浦工業大(私) 電子情報システム、機械制御シ
ステム、環境システムの3学科女工学部
23 開発工学部 1990.12. 東海大学(私) 情報通信工学科、素材工学科、
生物工学科、医用生体工学科す工学部
24 社会情報学部 1990.12. 札幌学院大(私) 社会情報学科 増設
25 人間学部 1991.12. 天理大学(私) 宗教学科、人間関係学科←←文学部(宗教学
科)の改組により
26 日本文化学部 1991.12. 明星大学(私) 言語文化学科、生活芸術学科 増設
27 国際経済学部 1991.12. 麗i事大学(私) 国際経済学科、国際経営学科女外国語学部
28 デザイン工学部 1991.12. 東北芸術工科大(私)生産デザイン、環境デザイ
ン、情報デザインの3学科 新設
29 人間生活学部 1991.12. 藤女子大(私) 人間生活学科、食物栄養学科 増設
30 不動産学部 1991.12. 明海大学(私) 不動産学科 *経済学部
31 発達科学部 1992.10. 神戸大学(国) 人開発達科学科、人間環境科
学科、人間行動・表現学科←←教育学部の改組
32 総合人間学部 1992.10. 京都大学(国) 人間学科、国際文化学科、
基礎科学科、自然環境学科←←教養部の改組
33 保健福祉学部 1992.12. 岡山県立大(公) 看護学科、栄養学科、保龍福祉学科 新設
34 デザイン学部 1992.12. 向山県立大(公) ピジ、ユアルデザイン学科、
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工学デザイン学科 新設
35 経営経済学部 1992.12. 青森公立大(公) 経営経済学科 新設
36 コンゼュータ 1992.12. 会津大学(公) コンピューターソフトウェア.
理工学部 コンピューターハードウェア 新設
37 保健室療学部 1992.12 札幌医科大(公) 看護学科、理学療法学科、
作業療法学科 大医学部
38 看護福祉学部 1992.12. 北海道医療大(私) 看護学科、医療福祉学科 増設
39 人文・社会学部 1992.12. 静修女子大(私) 国際文化学科、社会学科 新設
40 環境学部 1992.12. 広島工業大(私) 環境デザイン学科 ← ← 工学部の建築学科
41 生物理工学部 1992.12. 近畿大学(私) 生物工学科、電子システム情
報工学科、機械制御工学科背理工学部
42 スポーツ健康 1992.12. )1夏天堂大(私) スポーツ科学科、スポーツ 体育学部(51)の
科学部 マネジメント学科 ← ← 改組により
43 生活環境学部 1993.10. 奈良女子大(国) 生活環境学科、人間環境学科←←家政学部の改組
により
44 情報文化学部 1993.10. 名古屋大学(国) 自然情報学科、社会システ
ム情報学科 ← ← 教養部の改組
45 国際経営学部 1993.12. 名古屋外国語大(私)国際経営学科 カ外国語学部
46 医療衛生学部 1993.12. 北里大学(私) 衛生技術学科、リハビリテ 衛生学部の改組
ーション学科、医療工学科，←により
47 総合管理学部 1993.12. 熊本県立大(公) 総合管理学科 生活科学部の生
活経営学科
48 生命科学部 1993.12. 東京薬科大(私) 分子生命科学科、環境生命
科学科 交薬学部
49 文化情報学部 1993.12. 駿河台大(私) 文化情報学科、知識情報学科 土必日壬員又rL 
50 流通科学部 1993.12. 大阪学院大(私) 流通科学科 商学部の改組
51 経営科学部 1993.12. 大販学院大(私) 経営科学科 商学部の改組
52 総合i育報学部 1993.12. 関西大学(私) 総合!育報学科 増設
53 政策科学部 1993.12. 立命館大学(私) 政策科学学科 増設
54 環境理工学部 1994.10. 岡山大学(国) 環境(数理、デザイン、物 理学部と教養部
質、管理)工学科 ← ← の改組
55 人間環境学部 1994.12. 福間女子大(公) 環境理学科、栄養保健科学 家政学部の改組
科、生活環境学科 ← ← により
56 環境科学部 1994.12. 滋賀県立大(公) 環境生態学科、環境計画学
科、生物資源管理学科 新設
57 人間文化学部 1994.12. 滋賀県立大(公) 地域文化学科、生活文化学科 新設
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58 現代社会学部 1994.12. 愛知淑徳大(私) 現代社会学科 増設
59 都市情報学部 1994.12. 名城大学(私) 都市情報学科 増設
60 健康科学部 1994.12. 東海大学(私) 看護学科、社会福祉学科 増設
61 産業科学技術 1994.12. 倉敷芸術科学大(私) ソフトウェア学科、機能
学部 物質化学科 新設
62 保健科学部 1994.12. 吉備i主i際大(私) 看護学科、理学療法学科、
作業療法学科 増設
63 コミュニケー 1994.12. 東京経済大(私) コミュニケーション学科 増設
ション学部
64 情報社会科学部 1994.12. 日本福祉大(私) 情報社会科学科 t飴臼舌1I又L 
65 総合理工 1995.10. 島根大学(国) 物質科学、地球資源環境、数 理学部・農学部
理・情報システム等の5学科←の改組
66 産業保健学部 1995.12. 産業医科大(私) 看護学科、衛生学科(生体
情報・環境管理) 女医学部
67 流通'情報学部 1995.12. 流通経済大(私) 流通情報学科 す経済学部
68 国際コミュニケ 1995.12. 淑徳、大学(私) 経営環境学科、文化コミュ
ーション学部 ニケーション学科 す社会学部
69 流通学部 1995.12. 阪南大学(私) 流通学科 ← ← 高学部の商学科から
70 国際言語学部 1995.12. 関西外国語大(私) 菌際言語コミュニケーション学科会外国語学部
71 地域政策 1995.12. 高崎経済大(公) 地域政策学科 4ムh官当壬員又凡a
72 地域科学部 1996.10. 岐阜大学(国) 地域科学科 教養部の改組により
73 文化教育学部 1996.10. 佐賀大学(国) 学校教育課程、国際文化課程、 教養部と教育学
人関環境課程、美術工芸課程←部の改組により
74 事業構想 1996.12. 宮城大学(公) 事業計画学科、デザイン情
報学科 新設
75 福祉社会 1996.12. 京都府立大学(公) 福祉社会学科 -H'百d壬員又凡
76 文化学部 1996.12. 札幌大学(私) 日本語日本文化・比較文化学科 外国語学部
77 法政策 1996.12. 帝塚山大学(私) 法政策学科 増設
78 経済科学 1996.12. 広島修道大(私) 現代経済学科、経済情報学科 増設(高学部)
79 経営政策 1996.12. 桜美林大学(私) ビジネスマネージメント学科 増設(経済学部)
80 食文化 1996.12. くらしき作陽大学(私) 食生活学科 増設
81 国際地域 1996.12. 東洋大学(私) 国際地域学科 増設
82 国襟交流 1996.12. フェリス女学院大学(私) 国際交流学科 増設
83 人間福祉 1996.12. 北海道女子大 介護福祉・生活福祉学科 新設
84 現代中国 1996.12. 愛知大学(私) 現代中国学科 増設(中国研究
科1991)
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* * i新設jは、当該学部が当該大学の設置と共に創り出された学部ということである。
「増設jは、当該学部が在来の学部とあまり関係のないものとして増設された学部という偲
のである。
「すJは、新設置された学部と在来の学部との関ある程度の関係(相関)があるということ
である。
「←J又は「←←」は、在来の学部の改組・学科編成という形で新学部が創り出されたとい
うことである。
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